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研 究 主 題

「よ りよ く生 きる力を育てる道徳授業」

◇ 研究主題 につ いて

これか らの時代を担 う世代 に 「生 きる力」を養 うことが求 め られてか ら,児 童の教育 に携 わ

る我 々は,様 々な形 でそ の方途 を探求 し実践 して いる。 しか し,社 会 の現状 に 目を向 ける と,

児童 は物質 的 に恵 まれ ると ともに,ま す ます便利 になる様々なサ ー ビスを享受す ることに慣 れ,

自 らの希望 や 目標を もって主体的 に生 きよ うとす る意識が薄れっっあ る。 また,拡 大 を続 ける

各種 メデ ィアか らの情 報 に翻弄 され,思 考が短絡的 にな りがちで ある。進 行す る犯罪 の低年齢

化や,い じめや不登校 など,児 童 の心 の発達過程 に起因す ると考え られ る問題 は後 を絶 たず,

薬物 に依存 した り自 らの生命 を絶 った りす る ことで現実か ら逃 避 しよ うと考え る青少年 も増加

してい る。

先 に示 され た 「中央教育審議会」 の答 申をみ ると,個 人の利害損得の優先 ・責任感 の欠如 ・

物欲主義 ・自己実現 と健全 な社会構築 のための努力 の軽視 ・ゆと りを軽視 した利便性 や効率性

優先 の生活,と い った大人社会 のモ ラルの低下 を指摘 し,次 世代 を育て る心 を失 う危機 を改 め

て訴 え,「 心 を育 て る場 」 と しての学 校の役割,と りわ け道徳教育 の充実 を緊 急 の課 題 と して

強調 してい る。 また,「 教育課程審議 会」 の答 申にお いて も,「 人間 と して よ りよ く生 きてい く

態度 の育 成」 の重要性 を示 し,道 徳 の時間 の改善点や各教科 ・領域 との関連 を重視 した道徳教

育 の在 り方を,細 か に指摘 して いる。

我 々 は,こ れ らの現状 と社会 の要請 を踏 まえ,「 よ りよ く生 きる力 を育 て る道 徳授 業 」 を研

究主題 と して掲 げ,こ れ までの研究 を持続 し発展 させて い くとと もに,新 たな発想 の もとに課

題解決 の方策 を見 いだ していか なければな らないと考 えた。

そ こで,我 々は今年度 の研究 を進 めるに当た り,4っ の分科会 を構成 した。 そ して,人 間の

よ りよ き生 き方 の基礎 をなす様 々な道徳 の内容が4つ の視点で と らえ られていることに即 して,

それを各 分科会で担当 し,そ れぞれに目指す児童像 を掲 げるとと もに,分 科会 テーマ ・仮説 を

設定 し,研 究 を進 あて きた。道徳 は,人 間 の一生 を通 した連続性 と,家 庭 ・学校 ・地域社会 と

い う横 の広が りのすべて にかか わる もので ある。人間 の活動全般 にわ たる道徳 の内容 を焦点化

して研究 を進 め,互 いに学 び合 い,検 証 し合 う中で,内 容 の全体構成 と発展性 をよ り明確 に し

「よ りよ く生 きる力 を育 て る道徳授業」 とい う研究主題 に迫 ってい きたい と考 えた。

各分科会 の研究の視点 は次 の通 りで ある。

第1分 科会

第2分 科会

第3分 科会

第4分 科会

我 々は今 回の研究 を充実 させ る ことによ り,「 生 きる力」 と して,

道徳的心情 ・道 徳的判 断力 ・道徳的実践意欲 と態度 などの道徳的実践力を育成す るたあ,自 ら

の資質 の向上 を 目指す とと もに,こ れか らの教育 に直接 に貢献 し得 る研究 となる ことを 目指 す

もので あ る。

「自己を見っ める心」

「と もに生 きよ うとす る心」

「自他 の生命 を大切 にす る心」

「集団 や社会 と主体的 にかかわ って い こうとす る心」
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1

◇ 研究の概要
児童一人一人のよさや可能性を生かし,生 きる力をはぐくむ指導の工夫

研究主題

よ り よ く 生 き る 力 を 育 て る 道 徳 授 業∠
1

第1分 科会(1の 視点) 第2分 科会 (2の 視点) 第3分 科会(3の 視点)

(目指す児童像) (目指す児童像) (目指す児童像)
自己を見っ め,よ り高 い目標 に向か っ 相手 の立場 に立 ち,よ さを認 め合 える 生命 の尊 さに気づ き,自 他 の生 命を大

て,前 向 きに生 きよ うとす る児童 児童 切にする児童
他の人 と進んでかか わろ うとす る児童

1 1 工二_}
(分科会主題) (分科会主題) (分科会宅題)
自己を見っ め,主 体的 に生 きよ うとす 互 いに認め合 い,と もに生 きようとす か けがえの ない生命を大切 にする心 を

る心を育てる指導の工夫 る心 を育 て る指導の工夫 育てる指導の工夫

1 1 泊一一L_一

(仮 説) (仮 説) (仮 説)

自己を見っめ る指導 を工 夫 し,さ らに 資料中 の登場 人物 や友達,教 師 と豊か かけがえのない[自 らの生 命」 「他 者

道徳的実践意欲を育てるような指導を工 にかか わる指導 を工 夫すれば,互 いに認 の生 命」 「自然 界すべて の生 命1の 大 切
夫 する ことによ って,よ りよ く生 きる力 め合 い,と もに生 きよ うとす る心 を育て さを段 階的に とらえ,他 教 科 との関連を
を育て る ことがで きる。 る こ とが で き る。 図 り指導 する ことで,児 童 にすべての生

命 を大 切にする心 を育て ることがで きる

1 1 _]_
(指導 の工夫) (指導の工夫) (指導 の工 夫)
○指導過程の工夫 ◎ テ ィー ムテ ィー チ ング に よ る ○各領域との関連
A資 料の精選と提示 指導の工夫 。道徳 の時間 を柱 に した 「生命 の尊重」

・児童 の関心 にふ さわ しい観点 での資 A資 料 中の登場人物 と豊か にかか わる に関わる各領域の内容を関連的に指導
料の選択,提 示 指導の工夫 ○段階的指導

B発 問 の工夫 B友 だちや教師 と豊か にかかわ る指導 ・ 「自 らの生命」「他 者の生命 」「すべ て

・価値やね らいに迫 るた めの発 問の工 の工 夫 の生命」の尊重を,段 階的 に指導

夫 C自 分 自身 と豊かにかかわ る指導の工 ○重点化
C展 開後段の充実 夫 ・年間10時 間を限度 に重点化的指導

・発達 段階 に応 じた展 開後段の扱 い方

の工 夫
・展開後段での十分な時間の確保

1 1 =]_
1

検 証 授 業 .口

総合的評価(指導瓶 指渤 法 児緬 痴 コ

第4分 科会 (4の 視点)

(目指 す児童 像)

集団 や社会 と主体的 にかか わ ってい く

なかで,と もに成長 して いこうとする児

童

一.
(分科会 主題)

集団や社会 と主体 的 にかか わ ってい く

心 を育て る指導 の工 夫

(仮 説)

よ りよ く生 きるために,よ き集団 やよ

き社 会を形成 しようとす る自覚を高 ある

指導 を工 夫すれば,集 団や社会 に主体的

にかかわ ってい こうとす る心 を育 て るこ

とがで きる。

○資料開 発

集団 や社 会 と主体的 にかか わ ってい こ

うとす る心情 が起 きる資料

○指導過程

児童の考 えを深めて いける,事 前 ・事

中 ・事後 のっ なが りのあ る指導過程 の

工夫
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1自 己を見 っめ,主 体的 に生 きようとす る心を育て る指 導の工夫(第1分 科会)

1分 科会 テーマ設定の理由

世界 にただ一 人 しか いない自分,し か もた った一度の人生 で ある。誰 もが生 きる喜 びを見

いだ した り,日 々の生活 に希望 を見 いだ した りして,豊 かな 自己実現 に向 けて よ りよ く生 き

たい とい う願 いを もって いる。人 は自分 自身 のことを正 しく見っ め,理 解 し,自 分 は何 をす

べ きかを考えて前向 きに生 きよ うとす る とき,豊 か な自己実現 に向か って着実 に歩 み出すの

で はないだ ろ うか。

ところで,児 童の実態 につ いて は一般的 に,生 活環境の変化 によ り,「 人 とのか かわ り」

「遊 びの空間」「自分 の ことを考 える時間」 などが不足 し,心 の成長 に影響 を与 えてい ると言

われてい る。 しか し興味 のある ことには熱心 に取 り組 み,苦 手 な ことで も目的がは っきりす

れば続 けてがん ば りたい とい う気持 ち も見 られ る。 そ して,達 成感 を味 わ うことが,次 への

意欲 にっなが る ことも見逃 せない。

以上 の よ うな ことか ら,自 分 自身 を見 っめ,努 力 してみよ うと思 う自分,や ればで きると

思 う自分 に出会 った とき,前 向 きに生 きよ うとす る意欲が わ き,主 体性 が確立 され 自律 的な

人 間が形成 され ると考 え る。 そのために は,子 ど もたち一人一・人 が今 までの自分を振 り返 り,

自分 の いた らなさを受 け入 れなが らも,自 分 の弱 さを理解 し,自 らを高 め るための課題 を見

っけ ることが大切 であ る。 それを支援 す ることによ り,よ り高 い目標 に向か って,前 向 きに

生 きよ うとす る意欲が培 われ,そ れが 「よ りよ く生 きる力」 にっ なが ると考 え る。

よ って,第1分 科会 で は 「自己を見 っあ,よ り高 い目標 に向 か って,前 向 きに生 きよ うと

す る児 童」 を目指 し,本 主題 を設定 した。

2児 童 の実態調査 ・分析

(1)調 査 目的

児 童が 自分 自身 の ことにっいて どの ように認識 してい るのか,ま た,教 師の考え と児童

の実 態 に相違 があ るのかな どを調 査 し,今 後 の指導 の工夫 に役立 て る。

② 調 査方法

都 内7校 の児童,第1学 年 か ら第6学 年 の合計1,320名 を対象 に して,一 部 自由記述 を

含 む選 択肢法 によ る質 問紙調査 を行 った。 内容 は全学年共通 とした。

(3)結 果 と考察

設 問1:あ な たは,友 だちの考 えや行動 にあわせ て しまうことがあ ります か。

生

生

生

生

生

生

年

年

年

年

年

年

1

9
Ω

OQ

4

民
U

ρ0

■ たくさんある 幽 ある 口 あまりない 囲 その他 ㎜ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

この設問 は,自 分 の考 えを もって

行動 して いる児童が どれ くらいい る

かを調査 した もので あ る。 「た くさ

ん ある」「あ る」 を見 ると高学年 に

なるにっれて,友 だちの考 えや行 動

に合わせて しま う傾 向が見 られ る。
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設 問2:あ な たは,自 分が よいと思 うことを行動 に移す ことがで きますか。

生

生

生

生

生

生

年

年

年

年

年

年

1

2

3

4

5

ρ0

■ できる%だ いたいできる 口 できない 團 その他 ㎜ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

この設 問 は自分の考 えを行 動 に移

せ るかを調査 した ものであ る。大 部

分 の児童 は行動 に移す ことがで き る

ことが分 か る。

設 問3曾 あな たは,自 分 の長所 を言 うことがで きますか。

生

生

生

生

生

生

年

年

年

年

年

年

1

2

00

4

に
り

だ0

■ できる 吻 だいたいできる 口 できない 目 その他 ㎜ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

この設 問 は自己の理解 の程度 を調

査 した ものであ る。 自信 を もって,

で きると答 えてい る児童 は,学 年 が

進 むにっれて減 ってい く傾 向が見 ら

れ る。

設 問4:あ な たが今 までに立 てた目標 は,ど れ ですか。

生

生

生

生

生

生

年

年

年

年

年

年

1

2

3

4

に」

ρU

■ かんたん 翅 努力すれば 口 かなりの努力 ㎜ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

この設 問 は自己の課 題の もち方 に

ついて調査 した ものであ る。 高学年

にな るにっれて 「かんたん」が減 り,

「努力すれ ば」 が増 えて い る傾 向 が

見 られ る。

(5)全 体を通 して

設問2,設 問4か らは,自 分がよいと思 うことは行動 に移 した り,今 の自分 よりさ らによ くな

ろうと努力 した りして いることが分か る。 しか し,設 問1,設 問3か らは,高 学年になるにつれ

て,友 だちの考えや行動 に合わせて しまったり,自 分の長所を言 えなか った り,と いった児童が

増えて い く実態か ら,自 己を深 く見っめていないので,自 信 をもって行動 することがで きないの

で はないかと考える。 これ らの児童の発達段階における特徴か ら,学 年が一Lがるに したがい,自

己を見っめる場 を十分 に確保す ることが必要 ということも分か った。

自己理解が明確になれば,最 適な課題を見っけることがで き理想 とする自分 に近づ くことがで

きるよ うになると考 える。 この結果,第1分 科会では自己を見っめさせ ることに重点 をおいた指

導をす る必要性 があ るととらえ,道 徳の授業での発達段階を考慮 した自己を見っめる時間の充実

を図 るための工夫が必要ではないかと考 えた。
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よ って,第1分 科会で は自己を見っ めさせ る ことに重点 をおいた指導 をす る必要性 があ

るととらえ,道 徳 の授業 での発達段階 を考慮 した 自己を見っ める時間 の充実 を図 るための

工夫 が必要で はないか と考 え る。

3自 己を見つ め,主 体 的に生 きよ うとする心 を育 てる指導 の工夫

第1分 科会 は,自 己を見つあ,主 体的 に生 きよ うとす る心 を育 て るために,次 の よ うな点

を工夫 し,研 究仮説 の検証 を 目指 した。

霊顯 繕盤灘 懸 蔭

より高い目標に向かって前向きに生きようとする意欲

○ 指 導 過程 の 工 夫

A)資 料の精選と提示

・児童の関 心 にふ さわ

しい観点 で の資料 の

選択、提示の工夫

B)発 問の工夫

・価 値や ね らい に迫 る

ための発問の工夫

C)展 開後段の充実

・発達段 階 に応 じて展

開後段 の扱 い方 の工

夫

・展開後 段で の十 分な

時間の確保

○ 表現 の工 夫

D)意 見交 換 の工夫

E)ワ ーク シー トの活用

F)役 割演 技 の活用

③自己
課題

⑫ 自 己 …i
理解

①自己
受容

自己を賜 る

ア)体 験活動

・身近な場での経験

イ)各 教科 ・領 域 との 関連

ウ)学 級経 営 にお ける 工夫

・受 容 的 、 共 感 的 雰 囲

気づ くり

・教室 環境 の整 備
。
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(1>「 自 己 を見 つ め る」 に っ い て

本 分 科 会 で は,「 自 己 を見 つ あ る」 と は 「自 己受 容 」 「自 己理 解 」 「自 己 課 題 」 の3段 階 が

あ る と して,次 の よ うに と らえ た。

自己 を 見 っ あ る とは,

自 己受 容,自 己理 解,自 己課 題 の3っ の ス テ ップ を経 る こ と

・自 己受 容 … 今 ま で の 自分 を振 り返 り,よ さや い た らな さ な どす べ て の こ とを肯 定 的 に認

め る。
1

・自己理解…他 とのかかわ りを通 して さらに自分 を深 く見っ め,よ さや可能性が ある こと

を知 る。

・自己課題… 自 らを高 め,よ さや可能性 を実現 す るたあに,今 の自分 にあ ったよ り高 い課

題帽 簾 見つける。i
　一

② 「指導過 程 の工夫」 について

本分科 会で は,児 童一人一人 がよ り高 い目標 に向か って,前 向 きに生 きようとす るために,

道徳 の時間で展開後段 の自己を振 り返 る場 の確保 と充実を図 ることが大切であるととらえた。

そのため に児童が共感 しやす いよ うな資料 を精選す る こと,ま た,資 料 を通 して価値 に迫 る

ための発 問を精選す ることで,展 開後段 の場 を十分 に確保で きると考え る。

指導過 程の工夫 とは,

展開後段 の自己を振 り返 る場 の確保 と内容 の充実

① 発達段階に応 じた展開後段の扱い方

低学年

導 入→

展開前段→

展開後段→

終 末→

本

募
/流/れ

!

高学年

v

低学年 で は資料 を通 して道徳 的価 値を十分

に理解 し自己を振 り返 ること,高 学 年で は 自

己をよ り深 く見 つあ ることが大切 で はないか

とい う考 えか ら,資 料 を通 して話 し合 う時 間

(展 開前段)と 自己を振 り返 る時 間(展 開後

段)を 発達段 階に応 じて変 え,充 実 を図 る。

② 展 開後段 での十分 な時間 の確保

展 開後段 の時間 を十分 に確保す る ことで,自 分 自身 を振 り返 ったあ と,さ らに友 だち と

意見交換 をす る話 し合 い活動 や,相 互交流 を行 って 自分 の考えを整理で きるよ うな ワー ク

シー トを取 り入れ る ことがで き,自 己をよ り深 く見っめ る ことがで きる と考え る。

(3)「 自分 の考 えを表現す る方法」 につ いて

自分 の考 えを確認 した り整理で きた りす るために役割演技や ワークシー トを活用す ると,

さ らに道徳 的価 値を理解で きると考え た。 また,多 くの考え に接 し,客 観的 に自己の考 えを

見っ め,深 あ られ るよ うにす るたあに,ワ ークシー トの形式 を工 夫 した。
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4実 践 事 例(第5学 年)

(1)主 題 名 希 望 を も って,前 向 きに生 きる1-(2)

資料 名 「ヘ レ ンと共 に 一ア ニー ・サ リバ ン」(文 部省 資料)

(2>ね らい よ り高 い 目標 を立 て,希 望 と勇気 を もって くじけないで努 力 しようとす る心 情 を養 う。

(3)指 導 計 画

事 前

学級活動

「
目 隠 しを し て ブ ラ イ ン ド ウ ォ ー ク を す る。(ア,イ)1

ブ ラ イ ン ド ウ ォ ー ク に つ い て の 感 想 を 発 表 す る。

ゆとりの時間①

②

i

囎1奮 鰍 携 鞍 を書く.(ア ・イ)i
l

本 時 道 徳 資 料 「ヘ レ ン と共 に 一 ア ニ ー ・サ リバ ン」 を 読 み,話 し合 う。

事 後
学級活動 障害のある方の話を聞き,交 流をする。(ア,イ)

道 徳 星野富 弘氏 の生 き方 について話 し合 う。(1一 ②)
　

(4)指 導の工夫(本 時 における重点)

自己を見っめ,主 体的 に生 きようとす る心 を育て る指導 の工夫。
・3っ の心身障害学級が設置 されている授業校の特色をふまえ,児 童 の関心 にふさわ しい観

点で,資 料 の選択を した。
・ワークシー トを互 いに交換 しあい,ア ドバイスを しあえる意見交換 の場を設定 し,他 者 の

考 え方や気持 ちを知 り,よ り深 く自己を見っあられるようにした。

(5)展 開

学習活動 主な発問と予想される児童の反応 留 意 点1

1映 画 ・奇 跡 問 映画 ・奇跡の人を見たとき,み なさんはどんな ○ 事前に視聴覚教材を用い,本 時
導 の人について こ と を感 じま した か 。 の学習に生かす。(A,イ)

入 思 い 出 す。 ・僕 もが ん ば ろ う。 ・か わ い そ う。 0何 でも受け入れ られ る学級の雰囲
・ヘ レ ン は す ご い 。 気をつ くる。(ウ)

2資 料 「ヘ レ ○まわりの人のかげぐちを聞いたアニーの気持ちを ○ 心 に深 く しみ い る よ うに,抑 揚

ン と共 に 一 ア 考 え ま し ょ う。 に気をっけて範読す る。(A)

ニ ー ・サ リバ ・自分 を信 じよ う ・自分 は正 しいん だ。 ○ ア ニ ー の マ イ ナ ス面 の気 持 ち に

ン」を読んで ・や り方 を間 違 え た のか な あ。 ついて も意見を引き出すようにす

話 し合 う。 ◎ ア ニ ー の手 の ひ ら に何 度 もWATERと 書 くヘ レ る。(B)

展
ンを見 た と きの ア ニ ー の気 持 ち を考 え ま し ょ う。 ○ うなずきや言葉かけをして教師
・や っ ぱ り,間 違 って なか っ た。 の共感を児童に伝えるようにする。

開 ・ヘ レ ン,よ くが ん ば っ た ね 。 (ウ)

0書 く時間を十分に確保 し,書 け

3自 己を見っ ○ 今 日の 学 習 を して,学 ん だ こと,感 じた こ とを ワー ない児童には机間を巡 りアドバイ

あ る。 ク シ ー トに 書 き ま し ょ う。 スをする。(D)
・私 に はで き な い な あ。 ○ ワ ー ク シー トを意 見 交 換 す る。

・感 動 した な あ。 (C,D,E)

終 4教 師の話を ア ニ ー と ヘ レ ン2人 の後 日談 にっ い て話 をす る。 ○児童の心に余韻を残すようにする。

末 聞 く。

(6)考 察

・ブライ ン ド・ウォークや視聴覚教材 の使用など,児 童に興味 ・関心を もたせ る指導計画を立

てることは,と て も有効であ った。

・総合単元的な道徳学習 とい う観点で指導計画 を立て る場合は,各 教科,領 域それぞれのね ら

いで重 なる部分について関連 させてい くことが重要であった。

・自己を見っめるうえで,展 開の時間を十分 に取 り,ワ ークシー トを相互交流 したことは有効

であった。
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ll互 いに認 め合 い,と もに生 きようとす る心を育て る指導 の工 夫(第2分 科会)

1分 科会 テー マ設定の理 由

人 間が,社 会的存在で ある以上,他 者 との深 いかかわ りを もちたい と願 うの は,人 間 の本

性 であ る。 子 ど もた ちは,本 来だれ もが皆,よ りよ く生 きよ うとい う意 欲 とよりよ く生 きた

い とい う願 いを もって いる。 よ りよ く生 きることは,他 の人 と豊 かにかかわ ることによって

実現 して いき,自 分 の人格 と同様 に他の人の人格 を尊重 し,相 互 にかかわ りを もっ ことによ

り,望 ま しい集 団や社会が形成 され ると考え る。

さ らに,各 個人 が,か けがえの ない存在 と して認 め られ,互 いの共通点や違 いを認あ合 い,

互 いに尊重 され る豊 か な人間関係 の中で 自分 自身 のよ さに気付 き,自 信 を もって他 の人 とと

もに生 きよ うとす ることが 「よりよ く生 きる力」 にっなが る と考 える。

そ こで,第2分 科会 で は視点2と のかかわ りか ら,他 の人 とかか わりを もとうとす る意欲,

相手 の気持 ちを考 え ようとす る意欲,自 分 の気持 ちを表現 しよ うとす る意欲,互 いに高あ合

お うとす る意欲 を高 め ることによ り,と もに生 きよ うとす る心が育っ と考 えた。友達 の中の

自分を意識 し,自 分 を取 り巻 く仲 間を互 いに認 め合 い,と もに生 きようとす る心 を育 て るこ

とが大切だ と考え,分 科会 テーマを設定 した。

2実 態調査 ・分析 調査 日:平 成10年7月

(1>調 査 目的:友 達 とい うものをどのよ うに意識 して いるか,そ の友達 とどのようにかかわ っ

てい るか,そ の実態 をっかみ,今 後 の研究 の資料 と して役立 て る。

(2)調 査方 法:調 査対象 は都内8小 学校1～6年 生1520人

選択肢 に より質問紙法を用 い,設 問1,2は 全学年,設 問3は3～6年 生 を対象 と して

調査 した。

(3)結 果 と考察

設問1あ なたに とって友達 とは どういう人 ですか。次の 中か ら選 びま しょう。

0 20 40 60 80 100

1年

2年

3年

4年

5年

6年

口 よ く遊ぶ人

㎜ いっ も話 をす る人

騒ヨ 気の合 う人

§§ 優 しい人

[コ 助 けて くれ る人

観 お も しろい人

圏 注意 して くれ る人

田藺 相談で きる人

■ 嘘をっか ない人

■ 秘密を守 る人

塵囲 自分を守 って くれ る人

各学年 とも 「よ く遊 ぶ人」 が最 も多 いが,高 学年 にな るにっ れ 「いっ も話 をす る人」

「気 の合 う人」「相談 で きる人」 な どが増えて きて,仲 間意識 が芽生 えて きて いるこ とが分

か る。友達 とのかかわ りが深 ま り,単 な る遊 び相手 か ら話相手 ・相談 相手 とな って きたの

で ある。特 に様 々な悩 みが生 まれ る高学年 にとって,相 談相手 と しての友達 は非常 に重要

な もので あ り,友 達 同士 のっなが りが深 まって きた証拠 で もあ る。
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設問2学 校の中に,な かのよい友達が何人くらいいますか。

020406080 100

-_____」

■ とくにいない1年

%1人

・年國 三下 二[=亜 二=璽 覆璽璽 璽璽鐙調□・一・人

,年園 二]二 〔 璽 璽嚢霊 鐙 嚢璽蕊萎翻量鵬 。

・年國]璽==亙==璽 璽蓬蕊灘璽霊霊霊翻

・年[一 璽藍璽蕊
・年膨[亘 ⊂[=亙 二]蓬 璽萎塁羅 璽璽蓬

ギャングエイジとも呼ばれ行動範囲 も広が って くる3年 生が最 も友達がいると答えた。4年,

5年,6年 と学年が上が るにっれ 「11人以上」が減少 し,「2～4人 」「5～10人 」 が増 えて い

る。 これは高学年 になると友達 とのかかわりも深 まりまとまって きて,「 友達 は数 よ り質」 と

なって くるため と考 え られる。また調査 してみて,表 面上 で は友達 がい るよ うに見え るが,

「と くにいない」 と答えた児童 もいた。遊んでいる子=仲 のよい友達 とは考 えていな い子 もい

ることが分 かった。

設問3-(1)な か まはず れにされている人 設問3-(2)悪 口を言われている人や,い じめ
を遊びにさそったことがあ りますか。 られている人をかば ったことがあ りますか。

80100020406080100

3年

4年

5年

6年

Eコいつ もしている 蕊 玄

四 ときどきしている3年i4T'

E}2～3回 した

醗1したことがない

9 318

・灘 　

・懸墾

【コいっもしている

Zと きどきしている

【コ2～3回 した

囲 したことがない

4年

5年 1 413

撚細
鱗50孟1

灘 灘、

6年

道徳的実践 において 「いつ もしている」「ときどき している」「2～3回 した」 という答えは,

75%～90%と 多いが,学 年が進むにっれ減少するといった傾向が見 られ る。 これは,児 童 に,

親切に したい気持 ちはた くさんあるが,人 の目を気 にするあまり学年 が進 むほど行動 に移す こ

とをため らうようになるか らと考え られ る。

一方
,紙 面 には示されていないが,そ の実践理由をみると,「 そ うす ることが相手 にと って

よいと思 ったか ら」 という項 目の割合が増加 している。 これは,相 手の立場や状況を考慮 し,

かかわ りを もとうとす る意欲 の表れであり,「 いっ もしている」「ときどきして いる」子 は,複

雑な人間関係の中 にあって も,相 手 に対す る共感的な気持ちを もち続 けていると考え られる。

「相手 の立場に立 って考える」 とは 「互 いに認 あ合 うこと」の一っで あ り,「 ともに生 きよ

うとする心」で もある。そのよ うな心情 を育成することは,と て も重要であると考え られ る。

一10一



3互 いに認 め合 い,と もに生 きようとす る心 を育て る指 導の工 夫

児童一 人一人 の道徳 の時間 におけ るかかわ りを豊か にす るため に,TTを 導 入 し,一 人一

人 の児童 の個性 を尊重 した柔軟 な指導や多様 な視点か らの児童理解 を一層深めて い くことが

大切 であ ると考え た。 また,道 徳 の時間 にお けるかかわ りを次の3っ の視点か らと らえ,工

夫 して い くことに した。

A資 料中 の登場人物 と豊か にかかわる指導 の工夫

B友 達 や教師 と豊 かにかか わ る指導 の工夫

C自 分 自身 と豊 かにかかわ る指導 の工夫

道徳 の時間 にお けるテ ィームテ ィーチ ングの よさ

ア

イ

ウ

エ

複数 の教師 の目で,児 童 を多面 的に見取 る ことが できる。

児 童の ニーズにゆ とりを もって,き め細 やかに対応で きる。

児 童同士,児 童 と教師 のかかわ りを豊 かにで きる。

パ ター ン化 ,マ ンネ リ化 された授業 か らの脱却 を図 り,児 童 に新鮮 な印象を与え ることがで き

る。

オ 授業後の考察において,児 童の多面的なとらえ方を教師が共有でき,児 童理解を深めることが

できる。

力 複数の教師の個性や能力を指導に生かす ことができる。

キ 学級を開き,学 校全体の教師が児童を見守る雰囲気づ くりができる。

道
徳
の
時
間
に
お
け
る
三
つ
の
か
か
わ
り

指導の工夫

A登 場人物 と豊かにかかわる指導の工夫

○児童の心情に訴え,資 料の世界に浸れるよう

な資料提示の工夫

○多様な価値観を引き出せるような発問の工夫

○自分の思いや考えを表現できる動作化や役割

演技の工夫

B友 達や教師と豊かにかかわる指導の工夫

○友達の思いや考えを認め合 うことのできる話

合い活動の工夫

C自 分自身と豊かにかかわる指導の工夫

○ね らいとす る価値について振 り返 ることがで

きるような発問の工夫

TTに おける工夫

・資料 をT1 .T2が 役割 を分担 して読 む こ

とによ り,臨 場感 を出す。

・T1が 役割演技 を担 当 し,T2が 見てい る

児童 にイ ンタビューす るな ど役割演技 の工

夫 をす る。

・児童 の考 えによ って分 かれた グルー プの話

合 いにT1.T2が 分担 して参加 し,児 童

の発言 を受容す る。

・児童 の考 えを広 げたいときや深 めたいとき,

T2が ゆ さぶ りをかけた り,補 助発 問をす

る。

・教 師の個性 を生 か した説話 をす る。

・板書 を分担 して行 い,も う一方 の教 師が児

童 の反応 を共感的 に受 け止 め る。

・T1 .T2が 一人一人 の児童 に働 きか け る

ことによ り,体 験 に基 づいた反応 を引 き出

す。

TTの よさが生 きる条件

① 資 料

② 時 間

③ 空 間

葛藤場面や複数の登場人物の心情を追 うことでね らいに迫 るもの

T1.T2と 児童のかかわ り(話 合いの工夫)

事前,事 後のT1.T2同 士のかかわり

(役割分担の明確化 ・座席表メモの利用)

座席配置の工夫 グループづ くり

一11一



4実 践事例(第4学 年)

(1)主 題名 信頼 の きず な2-(3)

資料名 「大 きな絵 はが き」(出 典 東京書籍 どうと く 「ゆたかな こころで」)

(2)ね らい 友達 と互 いに信頼 す ることの大切 さを知 り,友 情 を深 あてい こうとす る心情

を育 て る。

(3)互 いに認 め合 い,と もに生 きよ うとす る心 を育 て る指導 の工夫(次 頁上段へ)

(4)展 開

導

入

展

開

終
末

学習活動

1.自 分 が考 え て い る

「友 達 」 につ いて発 表

す る。

2.資 料 「大 きな絵 はが

き」を聞き,広 子の迷 っ

てい る気持 ちを中心 に

話 し合 う。

(1)自 分 の 考 え を ワ ー

ク シ ー トに 書 く。

② 小集団に分かれて

話 し合 う。

(3)グ ル ープでの話合

いを全体 の場 で発表

す る。

3.今 まで の生活 を振 り

返 り自己を見っ め る。

4.教 師 の説話 を聞 く。

主な発問と児童の反応

○ 「友達 」 とは,ど んな人 の ことですか。
・な か よ くで き る人 。

・一 緒 に 遊 ぶ 人 。

・気 が 合 う人
。

①転校 して い った仲 よ しの正子 さんか らの絵 はが きを読ん で,広 子 さ

んはどん な気持 ちにな ったで しょう。

・来年 の夏行 ってみたい。

・なっか しい。
・うれ しい。

②不足料金 の ことにつ いて,母 と兄 の考 えを聞 いた広子 さん は,ど

んな ことを考 えたので しょう。

〔教 え るグループ〕

・正 子 さんが また同 じ間違 いを

した らこまるか ら教 えてあげ

よう。

・友達 と して教えて あげないの

はよ くな い。

・は じめ,

〔お礼 だけの グルー プ〕
・せ っか く手紙 を くれ たの に相手

がいやな気持 ちにな るか らこの

ままに しよう。

・自分 も間違 いが あるか ら言 わな

いでお こ う。

いやな気持 ちにな るかな と思 った けど言 って あげたほ うが

正子 さん にいいことだか らと思 って こっちに した。

③ 「や っぱ り書 こう。」 と思 った広子 さん は,ど ん な気持 ちだ ったの

で しょう。

・や っぱ り友達だか ら言 ってあ げよう。

・また同 じ間違 いを して正子 さん もいやな気持 ちになるか ら教 えてあ

げよ う。

。後 か ら言 うと傷っ く。

④友達 の ことを思 ってなにか してあげた ことがあ りますか。

・けんかを した友達 にあやま ったほ うが いいよ と言 ってあげた。

　　「

ー

(5)考 察 ① 役割分担 によ る資料提示 は,効 果 的であ った。

② 小 グルー プにT1.T2が 入 る ことによ り,話 合 いが活性化 した。

③ グルー プでの話合 いにより,友 達 の意見 と自分 の意見 の同 じと ころや違 う

ところに気付 き考えを深 め ることがで きた。
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A.資 料中の登場人物 と豊か にかかわ る指導 の工夫

☆① 資料 をT1.T2が 役割分担 しなが ら読 む ことによりイ メー ジを膨 らませ,主 人公 の気持

ちを考 えやすいよ うにす る。

B.友 達や教師 と豊か にかかわ る指導 の工夫

☆①小集団 の話合 いにT1.T2が 加わ る ことにより話 合いを活性化 す る。

☆②2っ の グループに分 かれて話 し合 うことによ り,友 達 の意見 と自分 の意見 の同 じところや

違 うところに気付 かせ考 えを深 め る。

C.自 分 自身 と豊 かにかかわ る指導 のエ夫

①書 く活動 を取 り入 れ ることにより,課 題 に対 して しっか りした考 えを もたせ る。

☆② 自分 の考 えを発表 し聞いて も らう機会 を増 やす ことによ り,自 己実現の喜びを味わわせ る。

☆ 印はテ ィームテ ィーチ ングのよさを生か した指導 の工夫

教師の働きかけ(T1)

1

教師の働 きかけ(T2) 指導上の留意点

○.ね らい とす る価値 にっ い

て イメージを膨 らませ る。

○学習問題を提示する。 ・児童が素直に思 っていることで ト

表面的 にと らえて いる もので も ト

よ い 。

{T1.T2で 役割分担 しなが ら資料を範読する・1

・定型外郵便を見せ補足する。

i☆T1.T2で 役割分担 しなが らI

l鞭 謙 と呈貞鱗
持 ちを考えやす いよ うにす る。i

(A①)

○発 問をす る。

○ 自分 の考え を もたせ る。

○板書 をす る。

○ ワー クシー トを配 る。

小集団をTLT2で 分担 し話合い1・参加する.i

「教 え る」考 えのグループに

加 わ る。

・ それぞれの グル ープごとに

O考 えの まとまらない児 童に助言 す る。

○ ワー クシー トを もとに話 し合 う。

0自 分 の考え と友達 の考えの同 じところや違 うところ

に気付 かせ る。

○意 見を カー ドに書 く。
L

○全体での話合いを進める。

○発問する。

・書 くことによ り課題 に対 して 自

「お礼 だけ」 の考 え の グル ー プ 分の考 えを もたせ る。(C①) 1

に加 わる。 ☆小集団 の話合 いにT1・T2が

加わる。とにより言舌合いを灘1

1化 す る。(B①)

i☆総1罰 膿 憲萱と
自分の意見の同 じと ころや違 う

ところに気付かせ,考 えを深 め1

るよ うにす る。(B②)i
ヨ

1。考えの変わ。た児童を意図的 ☆1纏 亀欝 黙 ぢ認

に指名 で きるよ うに知 らせ る。1実 現 の喜 びを味 わえ るようにす{

○板書 す る。 る。(C②)
1

い 広了の正子に対する信頼に気付

iか せ る。

○自分の体験を振 り返 らせる。 。机 間指導 をする.!.そ の時 の気持 ちを押 さえ る.

1

○質問や補足をす る。

1
0子 どものころの体験を語る。l

i1

④

⑤

⑥

書 く活 動 を取 り入れ るこ とによ り,課 題 に対 して 自分の考えを もたせることがで きた。

発表 の機会 を増やす ことによ り,自 己実現の喜びを味わわせ るこ とがで きた。

全体 で の話合 いにおけるT2の 役割 をど うす るか課題が残 った。
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皿 かけがえのない生命を大切にする心を育てる指導の工夫(第3分 科会)

1分 科会 テーマ設 定の理由

現在進行 しっっ ある環境 の変化 は,子 ど もたちか ら生命 の尊 さに触れ る機会を奪 い去 ると

ともに,か え って生命軽視 の考 え方 を,植 え付 ける結果 を招 いたと思われ る。 我 々の学級 ・

学校 また地 域社会 に生活す る子 ど もたちか らも,そ の影響 を感 じ取 る ことがで きる。疑似 の

生死 と現実 の生死 の混同。か わいい ことだけを理由 にペ ッ トを飼育す る自分勝手 な動物 への

接 し方。 この よ うに児童が変容 して きた原因 は,自 然環境や地域 社会 ・家庭環境 の変化,生

命 を軽視 す る情報 の氾濫 などが考え られ る。

このよ うな環境 に置かれ なが らも,け なげに生 きて い こうと して いる子 ど もたちを見 るに

っけ,人 間が よ りよ く生 きるための根源 をなす 「生命 の尊 さ」 に子 ど もたちが気付 き,主 体

性 を もって力強 く生 きて い くことを切望す るとともに,そ のために我 々が なすべ きことを追

究 す る必要 を強 く感 じる。

我 々第3分 科会で は,道 徳部会 の全体主題 「よ りよ く生 きる力 を育 てる道徳授業」を受 け,

よりよ く生 きる力 の基底 をなす ものを 「生命尊重」 の精神 であ ると位置付 けた。子 ど もたち

が,生 命がか けがえのない ものであ ることに気付 き,す べての生命 を大切 に しよ うとす る心

が育 っ ことで,子 どもたちに 「よりよ く生 きる力」 が培 われ るもの と考 え る。

2児 童の実態調査 ・分析

(1)調 査 目的

生命 に対 す る児童 の意識 や経験 を把握 し指導 に役立 て る。

(2)調 査方法

都内6校 の1～6学 年児童 合計1208名 に一部 自由記述 を含 む選択肢法 に よる質 問紙 法

による調査 を行 った。 内容 は全学年共通 と した。

(3>結 果 と考察

設 問1あ な たは生命 を大切 だ と思 いますか。 また どうして そ う思 いますか。

「生 命 は大切」 とは思 うが,ど う してか と問 われる と 「生 きて いけない ・大 切だか ら」

な ど漠然 と しか答 え られない現在 の児童 の生命 に対 す る意識 が とらえ られ る。

身近 な人 の死 に直面 した経験 を もつ児童 は調査対象児 中3名 しかお らず,ま た身近 な人

の誕生 に触 れた経験 か ら答えた児童 も8名 しかいない。

生命 にっ いての情報 はもっぱ らテ レビな どの間接 的な ものであ り,心 の痛 みや喜 びを伴

わず に生死 に触 れてい る現実 が うかがえ る。

このよ うな ことか ら,学 校 にお ける道徳の指導 の時間においては,生 命のか けが えのな

さに触れ 「生命 を大切 に しよ うとす る心を育 て る指導」 を重点 的に行 う必要 が ある といえ

る。
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生命 が大切 だ と思 う理 由

・牲 … …-L'm'一 … 璽1…物 ミミllミミミミミミ1懸翻

・牲llli物

・牲 .撒
02040

雇i灘 難iiiiiii蕪ミミミ1ミllミミllミミlllミ叢 蕪i

6080100

%

旨■ 生きていられない1

ミ*大切だから

愚 何もできない順

死ぬのはいや

2墜 親からもらった命

・ 自分が今存在 している

簸 病気やけがをした

灘 友達と遊べない

瓢 親や友 と別れ る

liii親や友が悲 しむ

緩 人の死に触れたとき 鍾 その他

鰹 ニュースなどで知った ■ 無回答

綴 生き物の死に触れたとき

愚 生命は1つ しかない

魏 お金で買えない

設問2あ なたは 「生命が あるんだな」 と気付 いた り考 えた り したこ とが あ りますか。 また

それ はどんな時ですか。

児童 の回答 を,生 命 の存在 に気付 く対象別 に 「自 らの生命 にっ いて ・他者 の生 命にっ い

て ・自然界 すべての生命 について」 と分 けてみた。 す ると,自 らの生命か ら 「生命の存在」

に気付 いて い る児童 が全体 の36.2%を 占めてい る。次 に他者 の生命 にかかわ る こと,自 然

界すべて の生命 にかかわ ることと続 いてい る。

この ことか ら,ま ず 自分 の生命 のかけがえのなさに気付 き,自 らの生命 を大切 に しよう

とす る心 情 を高 め,そ れを他者 の生命,す べての生命 へ と広 げて い く道徳 の時 間の段 階的

な指導 が有効 な手 だて と言 え ると考 え られ る。

生命の存在に気付 く対象

その他

(11.8%)

自然界 すべ ての生命 に かかわ ると 竃琴

こ と

1■ 自己の生命にかかわること1
・,その他

躍 他者の生命にかかわること ■ 無回答

1蕊 自然界すべての生命にかかわること

全体 と して,低 学年児童 ほど生命 を漠然 ととらえ,高 学年 にな るほ ど 「生命 は一 っ しか

ない ・お金 では買 えない」 な ど具体 的に とらえて いる。 とくに,高 学年では 「親か らもらっ

た命」 とい う回答 が20%近 くを占め,理 科 や保健学習 の成果 といえ るので はないか。 そ う

した成 果 をよ り高 い ものにす るために は,全 教科等で の学習 において,生 命 に関連す る内

容 にかかわ って,生 命尊重 とい う道徳 的なね らいを明確 に し,意 図的 に学習 を構成 しなが

ら,児 童 の中 に価値 を意識化 させて い く必要があ る。
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3研 究主題 に迫 るため の手 だて

(1)「 生命尊重 」 の指導 の重点化

生命 に対 す る畏敬 の念 をは ぐくむ ことは道徳教育 の大 きな目標で ある。 その道徳性 を育

成 す る 『道徳 の時間』 において も,生 命尊重 とい う価値 はすべて の基盤 となる。 そ こで,

第3分 科会 で は年間35時 間 の うち,今 年度 は10時 間程度 を生命尊重 の指導 にあて る こ とと

した。重点 的 に,何 度 も繰 り返 し指導す ることで,生 命 を尊重 しよ うとす る児童 の道徳 的

実践力 に広 が りや深 ま りを もたせ られ ると考え る。

(2>道 徳 の時 間の段 階的指導

「自 らの生 命」 か ら,視 野 を広 げて い くたあの段 階的指導を行 う。 自 らの生命 の尊 さに

気付 いた児童 は,他 者 の生 命を も尊重 し,強 いて はすべての ものの生 命 を大切 に してい け

るので はないか と考え,生 命尊重の指導 を以下 の ように3段 階に分 けて考え た。

第1段 階 自らの生命 の尊 さに気付 く段 階

(誕 生 ・は ぐくまれた生 命

・生 き抜 く生命)

第2段 階 他者 の生命 の尊 さに気付 く段 階

(生 命 を守 る ・守 られてい る生命)

第3段 階 すべ ての生命の尊 さに気付 く段階

(す べての生命 の重 み

・守 られて いるすべて の生命

・守 り続 けね ばな らないすべての生命)

*ま た,各 学 年 にお いて,こ の段階的指導 を行

い,そ の積 み重ね によ り

生命 を大切 にす る心』 が,

て い くと考 え る。

『か けがえ の な い

らせん状 に高 ま っ

6年

5年

4年

3年

2年

1年

ゆ 〃〃 オoな`1」 をiを

オ 〃/c/6di△
他

の

'生

目

指

す

児

童

像

す

べ

」

輌

(3)他 教科 等 との関連

道徳 の時間 のね らいにかかわ る他教科等 に含 まれる道徳 的価値 を明確 に して,そ れ ぞれ

の指導 に当 たる。他教科等 の学習 を通 して得 られた生命 に関 す る科学 的な知識 や心情が,

道徳 の時間 に深 ま りを もたせ,『 か けがえ のない生 命』 にっ いて,よ り広 く深 くと らえ る

ことがで きる と考 える。 また,家 庭 や地域 との連携 を図 り,家 族 か ら自分 の誕生 にまっ わ

る話 を聞い た り地域 の人材 を活用 しゲス トテ ィーチ ャーの話 を聞 いた りす る機 会 を設 ける

ことで,「 生命」 をよ り身近 な視点 で とらえていけ るので はないか と考え る。
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4他 教科等 との関連図例5年 道徳 「生命の尊重」

團 團 特別活動

一 国 語 第一次 一 学級活動

「5月 の 初 あ,日 曜 日 の朝 」
一

自らの生命の尊さに気付 く 「 「自分探 し」

「魚の感覚」 一 一 一 一 一
・誕 生 L

「生命の創造」

「人間大発見」 .一 ■9 (温かく迎えられた生命)
,■ 雫 響 「心身障害学級との交流活

「父 ち ゃん の凧 」 曹膠 .曹

・は ぐ くま れ た生 命
動 」1

(守 り育てられた生命)

「大造 じいさんとがん」 曹. .・

・司 「心身障害児理解」
・生 き抜 く生命

「レ イ チ ェ ル=カ ー ソ ン」 一 (与えられた生命を生き抜 く) 8

.

,

「谷津干潟の生き物たち」 曹膠 膠 冒

「タ イ ム マ シ ンに乗 って」 一 匿..

「}一 膣

β
,

一置 一

.「 児童会活動
「ユ ニ セ フへ の協 力 活 動 」

第二次 「盲人協会への協力活動」
A 他者の生命の尊 さに気付 く一 社
本 一 一 一 雫 　

「限 りある地球と日本の国土1 ,,・ ・ ■ ・生命を守る(他 者の生命を

守 ろうとする人々) 「 家庭地域社会 との連携 一一
一 理 科

一 ■ 一 ▼ 一
・守 られ て い る生 命

学年,学 級便 り
「動物の育ち方」 曹 ■ .曹

(他者から守られている生命) 保護者会

「植物の成長」 一 ■ 一 一 一

1
国際理解教室

「人の誕生」 一 畢 レスキ ュー 隊 の 方 の 話　

障害者の方 との触れ合い第三次

すべての生命の尊 さに気付 く一 家庭科

「わたしと家族」
一 ・す べ て の 生 きて い る もの の

生命の重み
____」

L_ ・守 られ て い る生 命
一 体 育

「体の発育 と心の発達」
一 (自 分,他 者,す べ ての生命)

「けがの防止」 一
・守 り続 けね ば な らな い生 命

(自 分,他 者,す べ ての生 命)

めざす児童像

生命の尊さに気付きすべての生命

を大切にする児童

5実 践事例(第5学 年)

(1)主 題名 「自 らの生命 の尊 さ」3-(2)(第 一次,3時 間 目)

資料名 『りか に命 を分 けて ください』(講 談社)よ り改作

(2)ね らい

生 きて いる ことのす ば らしさを知 り,自 らの生命 の尊 さに気付 き,生 命 を大切 に しよ う

とす る心 情 を育 て る。
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(3)展 開

導

入

展

開

前

段

後

段

終
末

学習活動 ・主な発問と予想 される児童の反応

1.詩 『命』 を読 み,本 時 の学 習 に関 心 を もっ。

○ どん な 感 じが しま したか 。

・悲 しい。

・な ぜ こん な詩 を 書 い た のだ ろ う。

・だ れ の詩 だ ろ う。

2.資 料 『りか に命 を 分 けて くだ さ い』 を読 ん で話 し合

う。

○ 治 療 を受 け続 け る りか さん は,ど ん な こ とを 考 え て

い た で し ょう。

・死 に た くな い。 こわ い。

・病 気 に な ん か負 け る もの か。

・治 る って信 じた い。

・も う一 度 ,家 に 帰 り た い。

・何 で 自分 だ けが こん な病 気 に な った の。

◎ りか さ ん は どん な気 持 ち で,『 命 』 の詩 を書 い た の

だ ろ う。

・もっ と生 きた い。 ど う して も死 に た くな い。

・健 康 な人 が 命 を粗 末 にす る な ん て許 せ な い。

・命 の 大 切 さ を分 か って ほ しい。

・生 き た くて も生 き られ な い人 が い る こ と も分 か っ

て。

3.自 分 の生 命 にっ いて 考 え る。

○ 今 こ う して生 きて い る 自分 の 生 命 につ いて ど う考 え

ま した か。

・今 自分 が生 きて い る って素 晴 ら しい
。

・生 きて い る こ とが 当 た り前 で ,あ ま り深 く考 え た

こ とが な か った が,精 一 杯 生 きた い と思 った。

4.教 師 の説 話 を聞 く。

留意点

・りか さん の写 真 を提 示 し実

話 で あ る こと,14歳 で 白 血

病 で な くな った こ とを知 ら

せ る。

・白 血 病 にっ いて 説 明 す る。

・発 病前の様子をお さえ る。

・治 りた い一心 でっ らい治 療

に耐 え るりか さん の気持 ち

に十分共感 させ る。

・死 への不安,恐 怖感 に も気

付 かせ る。

・命 の大切 さに気 付かせ る。

*補 助発問

命 を大切 にす るとはどん な

ことだ とりか さん は考え た

ので しょう。

・ワ ー ク シー トに 自分 の考 え

を ま と め,発 表 さ せ る。

・時 間 を 十 分 に保 障 す る
。

・意 図 的 に指名 す る。

・自分 を もっと大切 に しよ う

とす る気持 ちを高 める。

(4)考 察

段 階的指導 の第1段 階 の内容 であ ったが,自 分 の生命 を真正面 か ら見っあることがで き,

次 の段 階への基盤 とな った と考 え る。他教科等 との関連 も,事 前 に学習 した理科 の 「人 の

誕生」 や道 徳の 「二度 とない人生 だか ら」 の内容 が,児 童 の考 えを深 あ るため に効 果的で

あ った。 また,事 後 に学習 した道徳 の 「北村 さん の話」や国語科 の 「レイチ ェル;カ ー ソ

ン」 に,有 効 にっ なげて い くことが で きた。
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IV集 団や社会 と主体 的にかかわ ってい く心 を育 てる指導の工夫(第4分 科会)

1分 科会 テーマ設定 の理 由

人 間 は一人 では生 きることがで きない。必ず,人 々とかかわ りなが ら生 きている。そこに,

人 間社会が存在す る。 そ して,人 間 は集団 や社会 とかかわ って い く中で,そ れ らと共 に成長

して い く。人間 がよ りよ く生 きよ うとすれば,よ き集団や よき社会 とかかわ らな くて はな ら

ない。 また,よ き集 団やよ き社会 を形成 するには,人 々がそ こに自 ら主体的 にかかわ って い

くことが大切 である。 っ まり,積 極 的にかかわ り,そ れを よき ものに してい くことを通 して,

人 は 「よ りよ く生 きる」 ことがで きるのである。

しか し,近 年,社 会集 団 とかかわ ることをさけ る人 々の増加か ら,大 人 も含 めた社会全体

のモ ラルの低下が指摘 されてい る。

児 童 の様子 に も,代 表委員 にな りたが らない,落 としものを見て も,知 らない振 りを して

しまう,縦 割 り集団 を 自分 たちで運営 で きない,み ん なが使 うものを使 って も片付 けない,

な ど自分を中心 に して行動 している傾 向が見 られる。 しか し,児 童が成 長 し,よ りよ く生 き

る力 を身 に付 けて い くためには,集 団 などとのかかわ りは大切であ り,そ のかかわ りの中で

価値観 を形 成 し,人 々 と共 に,成 長す る ものと考え る。

そ こで,第4分 科会 では,よ き集団や よき社会を形成 しよ うとす る自覚を高め ることがで

きれば,集 団や社会 に主体的 にか かわ って い こうとす る心 が育 ち,「 よ りよ く生 きる」 こ と

が で きると考え た。 そ して,分 科会 テーマを 「集団や社 会 と主 体的 にかかわ って い く心 を育

て る指導 の工 夫」 と し,そ の工夫 の観点 と して,資 料 開発,指 導過程 の工夫の2点 か ら迫 る

ことと した。 それ によ り児童が集団や社会 とのかかわ りの中で,自 分 が何 ものであ るか を知

り,果 たすべ き役割や責任 などを自覚 して,主 体的 にかかわ ってい こうとす る心 が育 っ と考

え た。

2児 童 の実態調査 ・分析

(1}調 査 目的

よ き集 団 ・社 会 を形成 しよ うとす る気持 ちの基盤 は,集 団や社会 に対 す る所属意 識 ・規

範意識 ・積極性 で あると考えた。 そこで,こ の3点 にっいて,児 童 の実態 を把握 し,指 導

の工夫 に役立 て ることに した。

(2)調 査方法

① 調査対象児童 は,都 内8小 学校 の児童2～6学 年 計558名

② 選択肢 によ る質 問紙法 を用 いた。

(3)結 果 と考察

く規範意識 について〉

公 共心 や規則 遵守 に関 して は,多 数 の児童 が

「守 ってい る」 「少 し守 ってい る」 と自己評価 して

い る。 ただ し,学 校 では,家 や地域 に比べ数値 が

低 くな って いる。 それは,「 遊 び道 具 や学 習用 品

を もとに戻す,丁 寧 に扱 う」 「廊下 階 段 を走 らな

い」 「チ ャイ ムの約束 を守 る」 な どを意識 しなが

6080100

Z少 しそ う思 う

■ 全然思わ ない
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らも,守 っていない ことを児童 自身 が気付 いてい る結果 であろ う。学校 で は教 師に言 われ

るか らで あ り,他 の場面 で指摘 され ることが少 ない と思 われ る。

〈積 極性 につ いて〉

学年が上 が るにっれ,集 団や社会 に積極的 にか

かわ って い るとい う意識 が低 くな ってい ることが

分 か った。特 に リー ダーにな りたいと思 う児童 は,

低 学年で8割 以上 い るのに対 し,中 学年 で5～6

割,高 学年 では半数 に満 たない。低学年 では自 己

の気付 きが不十分 な部分 もあ り,プ ラスに意識 し

が ちで あ るのに対 し,高 学年 で は自己を客観 的 に

見っ め られ るよ うにな って きた分,他 者 を意識 し

た り,マ イナ スに 自己評 価 した りす ると思 われ る。

〈所属意識 について〉

集団 への所属意 識 は発達 段階を追 って も高ま る

ど ころか,逆 に低 くな って いることがわか った。

特 に地域 にお ける異学年交流 にっ いて はそれが顕

著 にあ らわれてい る。「とて もそ う思 う」 を選 ん

だ児童 は,低 学年 で も4割,高 学年で は2割 に満

たない。 これ は,各 家庭の個別化が進み,地 域活

動 が減少 して いる実態が あると思 われ る。

リーダーになる

低学年

中学年

高学年

020406080100

薗 とて もそう思 う 囮 少 しそ う思 う

口 あまりそ う思 わない ■ 全然思 わない

異学年と遊ぶ

低学年

中学年

高学年
」

020406080100

圖 とて もそ う思 う 囮 少 しそ う思 う

口 あま りそ う思わない ■ 全然思わ ない

3集 団や社会と主体的にかかわ っていく心を育てる指導の工夫

圓⇒

所

規

積

識

識

性

意

意

極

属

範

β
よ りよい集団 や杜会 に しよ うとす る自覚

合 号 <]
主 体 的 に か かわ って い く心

倉 号

指
導
過
程

の

工

夫

実 践 化

資料 を開発 した り,指 導 の過程 を工夫 した りす る ことで,よ りよい集団や社会 に しよ うと

す る児 童の 自覚 を高 める ことがで きる。 この自覚が主体的 にかかわ る心 を生 み,そ れを もと

にな され る実践 の中で,基 盤 となる所属意識 ・規範意識 ・積極性が高 ま り,さ らに,自 覚 と

実践力 が高 ま って い く。 この繰 り返 しの中で,主 体的 にかかわ って い く心 は一層強 まって い

くもの と考え る。
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(1)資 料 開発

道徳 の時間 にお いて,よ りよい集団や社会 に しよ うとす る自覚 を高め るには,児 童が意欲

を もって授 業 に取 り組 めるよ うにす ることが大切 であ る。 そのため には,児 童 の実態や教師

の願 いをふ まえ た資料 を使 うことが必要で ある。本分科会 で は以 下の観点 によ り,資 料 の開

発 を行 った。

〈 心 に 響 く 資 料 〉
・児童の共感を呼ぶ ・体験が生かされる ・自分のこととして考えられる

〈 選 択 ・

○表現 について
・文章全体 の整合性

・場面状況 の分 か りやす さ

・児童 の理解 しやすい もの

・無駄 な文 の削除

・登場人物 の精選

・児童 の実態 に合 っているもの

・気付 かせ たい ことを くり返す文 章

(特に下学年)

・発達段階に応 じた文の長 さ

人

自 作 ・ 改 作 時 の 留 意 点 〉

○内容 につ いて

・一人一人 のものの見方,考 え方,感 じ方 を引 き出

せ る

・多様な価値観が引 き出せ る

・発問のポイ ントを作 る

・考え させたい気持ちが直接表現 されていないもの

・ね らいとす る価値に対応 した もの

・今 日性,リ ア リテ ィのあ るもの

・葛藤場面のあ るもの(特 に上学年)

・児童の発達段階にあった もの

権 へ の 酉己 慮

〈 提 示 方 法 〉

実物,VTR,写 真,紙 芝居,朗 読,人 形等

→ イ ンパ ク トがある イメージを もちやすい 場面を特定で きる 資料 にひきっけ,ひ たらせる

(2)指 導過程 の工夫

指導過程 を,1単 位時間 の授業 だけと とらえず,授 業 の前(事 前),本 時の授業(事 中),

授業 の後(事 後)の すべて を指導過程 と考 えた。 よ りよい集団や社会 を形成 しよ うとす る自

覚 を高め るためには,そ の価値 に対す る意識 を持続 して もっ ことが必要で ある。事前 に計画

され た共通 の経験 を授業 に生 か した り,授 業後 の経験 を授業 を振 り返 って考 えた りす ること

がで きるよ うな指導 を工夫 す る。 このよ うに,事 前 ・事 中 ・事後 のっ なが りを大切 に指導 す

ることで意識が深 ま りなが ら持続 し,そ れが価値 に対す る 自覚 を高 ある ことにっなが ると考

え る。

段階 ね らい 具 体 的 な 手 だ て

指
導
過
程

事 前 気 付 く

各教科,特 別活動,日 常生 活 にお いて豊 か な体験 の場 を もつ。

価値 に対す る意識(気 付 き)が 持続 ・高揚す るよ うに記録 に残 す。

(写 真 ・日記 ・個人 カー ド等)

事 中
とらえ る

振 り返 る

資料提示 の工夫,登 場人物へ の声か け,発 問 の工夫

展開後段 の工夫,役 割演技等 の工夫

事 後
深 め る

生 か す

子 ど もが主体的 に取 り組 める実践 の場 をつ くる。

実践 で きた ことを認 あ励 ま してい く。 また,ク ラスへ紹介 す る。
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4実 践事例(第2学 年)

(1)主 題名 みん なの川4-(1)

資料名 「ながれて きた空 きカ ン」(自 作資料)

(2)ね らい きま りを守 り,み ん なで使 う場所 を進んで大切 に しようとする心情を育て る。

(3)指 導過程 の工夫

事前 気付 く
学校行事

学級活動

ク リー ン作 戦 に取 り組 む。

ク リー ン作 戦 に つ い て感 想 を発 表 す る。

事 中 とらえ る

振 り返 る
道 徳 自作資料 「ながれて きた空 きカ ン」 を読 み,話 し合 う。

事後 深める

生かす

学級活動

生 活 科

道 徳

郵便局見学 にむけて,電 車内 のきま りにつ いて話 し合 う。

電車 に乗 り,郵 便局見学 に出か ける。

資料 「お じさんの手紙」を読み,話 し合 う。

(4)展 開 (資料開発 ◎)(指 導過程の工夫 ★)

主な発問と予想される児童の反応 指導の工夫(第4分 科会の研究の視点)

導

入

1.み んなで使 う場所 にっ いて,発 表 する。

○ みんなで使 う場所 には,ど ん なと ころが あります か。

教室 図書室 校庭 砂場 公園 海や山 電車

・ね らいとす る価値への方向付 けを

す る。

★事前 ア ンケー ト

2.資 料 「ながれて きた空 きカ ン」を読 み,話 し合 う。 ・本 物 の カ ヌ ーを 提 示 した り,ビ デ ◎価値に迫る資料提示

○ たろ うは,ど んな気 持 ちで まわ りのけ しきや川の中を オの映像を通 して資料に深 く入れ (自作資料)

見 て い た の で し ょ う。 るよ うに す る。

・きれ いで気持 ちがいいな。 ・全 員 ゼ ッケ ンを着 け
,ラ イ フ ジ ャッ

◎ リア リテ ィー

・小鳥 の声が きこえていいな。 ケ ッ トを着 け た た ろ うに,共 感 で
・疑似体験

・川の中がす きとお っていて きれいだな。 き るよ うに す る。
実物 の カヌー

・近 くの 川 も こん な だ とい い な。 川下 りビデ オ

○ながれて きた空 きカ ンを見 っめていた とき,た ろ うは ・自然 の美 しさを想起 しなが ら,川

どんな ことを考 えたので しょう。 の中のカ ンにっ いて考 えるよ うに

展

開
払

・ゴ ミを す て る な と書 いて あ った の に。

・きま りを 守 って い な い人 が い る よ。

す る。

・川 の中 にカ ンを投 げてみ たいなど

★多様な価値観を引き

出す発問の工夫

則

段
・拾 って ,持 ち帰 ろ うか な。 多様 な意見が出 るように したい。

・せ っか く きれ いな 川 なの に。

・お も しろ そ うだ か ら,ぼ くの も流 して み た い な。

◎お父 さんの言葉 を聞いてた ろうは,ど んな ことを思 っ ・役割演技を通 し,た ろうの気持 ち ★共感を呼ぶ役割演技
た の で し ょ う。 によ り共感で きるようにす る。

・せ っか くきれいな川 なのに,空 きカンを捨て るなん た ろう役 お父 さん役

て ひ ど い よ。 ★ 自分 の こ とと して 考

・僕 も捨て ていた ら,お 父 さんに しか られたかな。 補助発問「1 える葛藤場面
・みんなで使 うキ ャンプ場 や川 を大切 に しない といけ

川 は,い った いだ れの もの で しょ

な いよ ね 。 うか。
}一 　

3.今 までの 自分 自身 を振 り返 る。 ・ゼ ッケ ンをはず し資料か ら離れる。 ★自分を振り返る時間

後

段

○ みんなで使 う場所 を大切 にで きた ことはあ ります か。

あま り大切 にで きなか ったことはあ ります か。

・大切 にできなか ったことを発表 す

る子 に も,自 分 を振 り返 られたよ
(展開後 段の工夫)

・水道 の使 い方 ・砂場の片付 け
さを認 めて い く。

。教 室 の ゴ ミ拾 い ・トイ レの使 い方

終

末

4.教 師の話 を聞 く。

ク リー ン作 戦の写真を見せなが ら,ゴ ミ拾 い した後 の

児童 の感想 を話す。

・1学 期 に取 り組ん だク リー ン作戦

で公園 ゴ ミを拾 ったことを思 い出

す ようにす る。

★過去の体験を今後に

生かす
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。
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(5)考 察

① 資料開発 にっいて

・児童 の興味 ・感心 や意欲 を高あ ,登 場 人物の気持ちに共感 した り,多 様 な考 えを もっ ことが で き る

よ うな資料 を 自作 した。 キ ャンプ場 とい う集団生活 をす る場所 を,み んなが気持 ち良 く使 うた めに

は,一 人一人 が きま りを守 り,そ の場 所を大切 に しよ うとす る自覚 が大事 であ る。 この 自覚 が集 団

や社会 に主体 的にかかわ る心を生む ことにっなが るので はないか と考 えた。

ここでは,「 みん なで使 う場 所」 というように,公 共心 のね らいを焦点 化 した ほ うが効 果 的で あ

る ことが分 か った。

② 指導過程 の工夫 にっ いて

・公共 の場所 にっいての事前の意識調査 を もとに,児 童 の実態 との相違 や変容 を把握 す る ことがで き

た。

・資料提示 で本物 のカ ヌーを提示 した とき児童 は素直に驚 き,多 くのっぶや きも聞 けた。 また ビデ オ

の映像 を通 して,シ ュ ミレーシ ョンと して川 下 りを味わ うことで,児 童 は資料 の世 界 に入 り込 み,

主人公 の悩 みや考 えを 自分の もの と して受 け入れ,よ り共感 的に考 えよ うとす ることがで きた。

・本時 において資料 か ら離 れて 自分 の生活 を振 り返 るとき,必 要 に応 じて補助発 問を用い られ るよ う

に して おいたのは,有 効 であ った。大切 にで きなか った ことを発表 した児童 に も,自 分を しっか り

見っ め られた点 を認 め 自信 を与 え ることで,よ りよい集団 をっ くろ うとす る自覚 が芽生え るので は

な いか とい うことが分 か った。

・児 童 の体験 を生 か し,つ なが りを大切 にす る計画的な指導 をす るために,1学 期の ク リー ン作 戦 の

様 子 の写真 を提示 した ことは有効 であ った。 また,授 業後 その写真 を提示 してお くことで,意 識 の

持続 を図 り,実 践意欲 につなが った。
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◇研究の成果 と今後 の課題

我 々は,研 究主題 「よ りよ く生 きる力 を育て る道 徳授 業」 を掲 げ,本 年 度の研究 に取 り組

んで きた。道徳 の4っ の視点 を もとに分科会を構成 し,そ れぞれの研究の ポイ ン トを明確 に

す る とともに,「 目指 す児童像」・「分科会主題」・「仮説」 を設 け具 体 的 な授 業実 践 を通 して

研究 を進 め る中で,次 の点が明 らか にな った。

1研 究活動全体 を通 して

社会 の激 しい変動 に もまれ なが らも,子 ど もたち はた くま しく生 きよ うと して い る。 しか

し,順 応性 に富 み優れ た対応力 を もっ子 ど もたちは,社 会の影響 を受 けやす く,情 報 の善 し

悪 しを問 わず吸収 し,自 己形成 の要因 に して しまう傾向があ るように思われ る。それだけに,

子 ど もたちが これか らの時代 をよ りよ く生 きて い くた めには,道 徳的価値 を深 く自覚 し,そ

れ に基づ いた情報選 択能力 と判断力 ・行動力 を身 に付 けることが大切で ある。

我 々は今 回の研究 に参加 して,子 ど もたちに人間性 と社会性の基礎が培われ る小学校 とい

う時期 の道 徳教育 の在 り方 を真摯 に話 し合 い,研 究 を進 める ことの重要性を共通理解 で きた。

そ して,今 後 は子 ど もの心 に響 く道徳 の時間 の指導 の充実 と,全 教育活動 を通 して行 われ る

道徳教育 の計画的展開 を図 って いか なければな らないと考え る。

とりわ け,学 校や学級内 の教師 と児童,児 童相互の温か い人間関係を構築す る とともに,

指導 内容 が 日常生活 に生か されるよ うな手 だて を摸索す る こと,ま た,家 庭や地域社会 との

連携 を図 るよう配慮す る ことなどが重要 な課題 と認 識 して いる。

2各 分科会 の研究活動 を通 して

第1分 科 会で は 「自己を見っ め,主 体的 に生 きよ うとす る心 を育て る指導 の工夫」 を 目指

し研究 を進 め た。 この結果,児 童が 自己を深 く見っ ある時間 の確保 と相互交流 の大切 さが分

か った。今 後 は,資 料 の開発 やさ らに自己を内省化 させ るたあの発問の工夫 を進 めてい くこ

となどが課 題で ある。

第2分 科 会で は 「互 いに認 あ合 い,と もに生 きようとす る心 を育て る指導の工夫」 を主題

として,テ ィームテ ィーチ ングを授業 に活用す ることに取 り組 んだ。 この結 果,資 料提示 で

の役割分担 や個 に応 じた配慮な どに有効 に機能 す ることが分 か った。 今後 は,こ の成果 を保

護者 や地域 の人 々な どの協力 に発展 させ ることが課 題であ る。

第3分 科会 で は,「 かけがえのない生命 を大切 にす る心 を育て る指導 の工 夫」 を 目指 し,

生命尊重 を中心 に研究 を進 あた。 この結果,目 指す児童像 に向 けた指導 項 目の重点化 と段 階

的指導,他 教科等 との関連的 な指導 が効果的であ ることが分 か った。 今後 は,時 数 に応 じた

資料開発 と教科等 の内容 と道徳の時間を具体的 にどの よ うに関連 させ るかが課題 であ る。

第4分 科会 で は,「 集団 や社会 と主体 的にかかわ ってい く心 を育 て る指 導 の工 夫」 を主題

として,資 料 開発 と指導 過程 の工夫を中心 に研究 に取 り組んだ。 その結 果,教 師 の経験 に基

づ いた身近 な素材 の資料 化や道徳の時間 を中心 と した事前 ・事 中 ・事後 の全体 を指導過程 と

と らえる ことが,児 童 の課題意識 を発 展 させ るの に有効であ ることが分 か った。今後 は,体

験活動 との関連 を図 った指導を構想 す ることが課題で ある。
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